









































せる。」という形で明示されている。現行の科目「地理」にも「 2 内容 (1)人類と地球」に






る。 「地理A」では， 「2 内容 (2)現代世界と地域」のなかの「ア 地球儀，世界地図で読
む現代世界」， 「イ 地図の機能と活用」として， 「地理B」では，同じく「 2 内容 (1)現




































































































例えば，科目「地理A」の「 3 内容の取扱い」の(2), アにおいて「（前略）イについては，作
図は簡単なものにとどめ，図法には深入りしないこと。 （後略）」とあり，同じく科目「地理B」


















英国の地理学者 Wooldridge,S. W. と East,W. G. は， 「地理学においては，地図に書くことかで
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